
事業所名

開催日時

開催場所

構成 人数

利用者代表 1

利用者家族代表 1

地域の関係者 1

福祉に知見を有する方 ー

経営に知見を有する方 ー

市町村関係者 ー

病院職員 2

事業所職員 3

議題

①エスペランサ管理者から挨拶及び地域連携推進会議の目的について確認

②自己紹介（氏名や所属、日々の活動等）

③医療法人社団友和会の概要説明

④精神障害及び統合失調症について説明

⑤エスペランサの概要説明

⑥エスペランサ利用者アンケートの結果等報告

⑦地域との連携及び交流について

2025（令和7）年度　地域連携推進会議　議事録

共同生活援助事業所エスペランサ（短期入所事業所エスペランサ併設）

2026（令和8）年3月9日（月）13:00～15:10

友和病院会議室

備考

出席者

昨年の民児協の勉強会で発表の経験あり

利用者代表とは別の利用者のご家族（作業所にて勤務）

佐伯地区民生児童委員（障がい福祉部会長）

事務長、診療技術支援部部長

管理者（兼サービス管理責任者）、世話人

①～③省略

④精神障害及び統合失調症について説明

・「精神疾患」と「精神障害」・統合失調症の「陽性症状」と「陰性症状」

⑤エスペランサの概要説明

・共同生活援助（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ）、短期入所（ｼｮｰﾄｽﾃｲ）、相談支援

・居室内の様子（写真）・平日の一日の流れ・主な支援内容について

⑥エスペランサ利用者アンケートの結果等報告

・エスペランサの良いところ、エスペランサの良くないところ、エスペランサに望むこと

・2025（令和7）年度に職員が受けた院内（法人内）研修実績

⑦地域との連携及び交流について

・エスペランサの現状を踏まえ、意見交換

【利用者代表】

・週1回（木）の買物支援は助かっている。

・前回、エスペランサを退所して一人暮らしを始めた時は、福祉事務所から民生委員を紹介しても

らったが、定期的に会うような機会はなかった。

・地域でのイベントやお祭り、車で行くようなレクがあれば、参加したい。

・花が好きな職員が退職され、玄関の花壇が寂しくなったので花を植えたい。

協議内容

・

意見等



協議内容

・

意見等

【利用者家族代表】

・4月に、マルシェを開催する予定。自分が働いている作業所（就労継続支援B型）で出店する。

・作業所での地域との連携になるが、幼稚園児が描いた絵をもとに作成した缶バッジを販売し、幼

稚園に寄付した。また、業者から仕事を受け、清掃作業や販売等を通して、一般の方との交流があ

る。

・作業所で、障がいのある方と一般の方との交流の機会を設けていきたい。ネイルチップやオリジ

ナルシール作りの体験会とか、地域の方や親子連れで参加できるイベントを開催し、ふれあいの機会

とすることで、壁のようなものが少しずつでも取れると良い。

・エスペランサの職員は親身な方が多く、家族みたいに接しておられる。不便だとか、難しいこと

はあると思うが、安心感や信頼度の方が不便さ等よりも大切な部分じゃないかと感じる。アット

ホームな部分が外でも見られると良い。エスペランサの雰囲気を知ってもらうことが大切。

【地域の関係者】

・先日、「あさはらフェスティバル」が盛大に行われた。芸でも音楽でも何でも出演できる。来年

も行うので、お越しいただきたい。同様のことは、友和（地域）でもやるはず。

・障害者避難の関係で、障害者施設に年に1，2回は民生委員の代表が行っている。別の障害者施設

でも見学を行った。高齢者施設でも見学や研修会、定例会等を行っている。次年度は、児童の障害

について私たちがあまり分かってないということで、きらりあに依頼し、話をしてもらう予定。

・幻覚のある人の対応で困ることがある。

【病院職員】

・長くこの地域で暮らしているが、地域の活動がなくなっていると感じる。子供が減り、秋祭りがな

くなった。「とんど」は雪で中止となった。自分も歳を取り、地域がこの先どうなっていくか気が

かり。仕事をしていると地域との繋がりが薄いなと感じる。今回の会議をきっかけに、地域の住人

としても連携が取れたら良い。

・職員の人材確保が難しく、ミャンマーから技能実習生に来てもらっている。外国の方の力を借り

ないと賄いきれない。地域と連携を取って頑張りたい。

・エスペランサ開設当初は、利用者さんの中から有志で週1回（土）に、友和病院から竹やぶ周辺の

美化活動を行った時期もあったが、次第に参加者が減り、終了。

・例年、友和病院の中庭で「とんど」を行っているが、当日は乾燥が酷く、風が強かったこともあ

り、消防署から指摘を受けた。次年度以降の「とんど」の開催は微妙な状況。

・以前は、「ゆうわれんげ祭り」に利用者が行っていた。餅まきがあったり、近隣のB型事業所が出

店したりしていた。エスペランサでそういった地域のイベントに参加するところから始めてみてはど

うか。玖島の交流センターでも食事が月に1回食べられるようなので、希望者を募って行ってみても

良い。

・以前、エスペランサにも民生委員が来られたことがある。理事長から「自由に見てもらいなさ

い」と言われた。

・今回の会議をきっかけに、地域の行事へ参加して、地域と連携していけたら良い。エスペランサの

次年度の年間目標に入れて取り組んでほしい。



【事業所職員】

・昨年6月30日に、本日出席の利用者代表と一緒に、廿日市市民児協の障がい福祉部会の勉強会で話

をさせてもらった。

・「買物するには店が遠いし、タクシー代も負担」という利用者さんからの声が多いため、週1回

（木）、買物支援（注文、代理購入等）を行っており、ほとんどの利用者が利用。

・ルール違反があった際、注意する等、厳しく対応することがあるが、厳しく対応することと心理

的虐待に当たる部分との線引きが非常に難しい。利用者アンケートから、「職員が厳しい」等の声

が多数上がっていることから、事業所としても伝え方等に工夫が必要と感じる。引き続き、法人内外

の研修等に積極的に参加し、学んでいきたい。

・本来の意味での「地域との交流」とは少し違うかもしれないが、友和病院の給食は「地産地消」

で、地元の農園から食材を調達している。

・10数年以上前のことにはなるが、友和病院の中庭で夏祭りを大々的に開催していた。女性会の皆

さんをお招きして、盆踊りに参加してもらったり、ご近所に案内状を出して来てもらった。最近は、

病棟で小規模に行うのみで、地域の方との交流の機会は減っている。

・施設見学や入所相談は、随時受けている。現在、グループホームは満室で本来は見ていただける部

屋はないが、利用者の了解を得て、部屋の見学をさせてもらっている。職員や利用者に、研修等の

講師依頼があった際は、引き続き、受けていきたい。

・これまで事業所としては、地域のイベントやお祭りに積極的に参加してこなかった。地域でのイベ

ントやお祭り等は新聞にチラシが入るようなので、事業所としてもアンテナを張って、利用者に声か

け等をしていきたい。

・近年は投票支援として、希望者に期日前投票（佐伯支所）への送迎を行っている。

・2011年1月、エスペランサを退所した利用者、エスペランサ職員、きらりあ相談支援専門員を発起

人とし、「ふらっと・ハーバー」を立ち上げた。主な活動内容としては、毎月第３土曜日にあいプラ

ザで、夕食会を開催している。一時、新型コロナの影響で中断期間があったが、現在も法人内外の

有志で活動を継続中。単に、夕食を提供するだけでなく、社会的孤立を防ぐ意味で活動している。

・元々地域の方とふれあう機会は少なかったが、大ダメージだったのは新型コロナ。コロナ以降、

閉鎖的になった。まずは、地域のお祭りとかに参加してみて、楽しかったら、地域の行事等に参加す

る方は増えると思う。まずは、こちらから出向くのが大事。一緒に考えてやっていきたい。

・今年に入り、希望者（利用者3名）を募って、町内の猫カフェに行った。参加者は少なかったが、

久しぶりのレクらしいレク。グループホームでレクの義務はなかったと記憶しているが、「やった方

が望ましい」という文言は何かで見たことがある。社会復帰施設からグループホームに移行してか

ら、利用者は日中活動（作業所やデイケア等）が忙しくなり、「週末はゆっくり休みたい」と言わ

れる方が増えたため、次第にレクはしなくなった。今後はレクの再開を前向きに検討したい。

・まずは、お祭り等に参加するだけでも良いし、市民センターの料理教室や陶芸教室みたいなもの

もあるので、興味がある利用者に参加を促し、地域と繋げて行けたら良い。

・「幻覚にある人の対応で困ることがある」ことについては、例えば「あなたには見えるのかもし

れないけど、自分には見えなかった」等、自分のこととして相手に伝えることは、相手を否定するこ

とにはならないので、少なくとも傷付けることにはならない。とりあえず、地域で対応に困るよう

なことがあれば、まずは保健師等に相談していただきたい。

・次年度の「地域連携推進会議」は、できれば11月か12月辺りで開催できるように準備したい。引

き続き、ご協力をお願いしたい。

協議内容

・

意見等


